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SPring-8の30m長直線部BL19ISに真空封止長尺X 線アンジュレータを設置し、硬X線領域の超高輝度

皆様、御承知の様にSPring-8は、既設ビームライ
ンおいては建設フェイズから本格的利用フェイズに
移行して居ります。後続のビームライン建設も、次
から次へと活発に続いて居ります。それに伴い、
SPring-8利用者懇談会の活動も新たなフェイズに移
していることを感じる次第です。この様な活発な
SG活動を反映して、先日（平成10年10月12日開催）
開かれた、運営委員会において、新たに4つのサブ
グループの発足が正式に認められました。「精密構
造物性」SGは、その中の一つとして、BL02B2に建
設が予定されている装置のPotential Users が集まっ
て発足しました。参考までに、設立趣意書の文章を
引用します。
構造と物性との密接な関連は、良く指摘される所

である。また、固体電子論ではフェルミ面近傍の電
子が物性を決定する要因として注目されることも良
く知られている。この様に、物性との関連に着目す
ると、構造として非常に重要なのは、電子レベルの
構造をも明らかにすることの出来る精密構造解析で
ある。SPring-8の様な硬Ｘ線領域における第3世代
高輝度光源では、物性との関連を重視した精密構造、
即ち、精密構造物性に対する期待が国際的にも高ま
っている。本SGは、この様な期待にSPring-8ユーザ
ーとして出来るだけ応えるために結成する。フラー
レン関連物質、強相関系物質、ゼオライト関連物質
等の先端材料について、物性と関連した構造を研究

するために、1）構造の温度変化、特に、低温構造
が容易に決定できること、2）粉末試料から精密な
構造を明らかにすることが出来ることを重要な要素
と考えている。
以上のように「精密構造物性」SGは、物性に関

連の深い構造を原子レベルあるいは電子レベルに渡
って精密に研究することにより、物性の発現機構を
ミクロ構造レベルで理解し、機能的な物性を有する
新物質の創生にも貢献することを目指しているSG
と位置付けております。物性との関連を重視すると
言う立場から、低温実験が容易に行える装置を建設
することにしております。SPring-8において是非、
世界が注目する画期的成果を出来るだけたくさん上
げたいと思っております。装置の詳しい紹介は、別
の機会に譲りますが、「精密構造物性」SGの発足を
皆様にお知らせするとともに、志を同じくする方の
参加を呼びかける次第です。尚、「精密構造物性」
SGに対する問い合わせは、下記にお願い致します。
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